
高い国保料、引き下げU
一、千■　†　一■1－－－1二二・∵∵・■∵㌧∴★二一一J・1，＿・－■▲｝　ヽ・1‥　　▼　＿．‾予■・

～■　】　‾募ニー　一一一一で‥‘二・二二二

，’ぼケない事項，，亭盛りかが魔物フ恐い．

一り一ド才布ミニヂイトとBぜう．（奉；婆）の界皆さん

」両帝中学棟の中針4噌那耐凱東成

象嬢等婦徳嘆津金恵のさびガげ否、軸し毎紗憎検

問勤し各便戻ダ喫醐鞠穐〔1弓むめ

ガまね喋）ちゃんの

彦
鷲
呵
知
等
叫
亀
戸
埋
け
姫
幽
掃
l
Z
重
い
レ

「
有
湖
上
岳
巻
の
紹
入
げ
蜜
」
臨
写
弁

肇
は
用
塘
線
度
で

日

が

奏

の

竃

や
晶
産
廃
の

1
誉
レ
苦
し
管

掌

時

と

警

告
∵
温
訝
望
み

慧

哲

盈

壱

幕

得
巧
腎
賢
品
行

芝

。

賃

智

か
ら
野
市
軍
勢
申
挿

虐
野
。
雷
炉

的
飾
他
郷
感
蓼
、
小
鼻
ん

雲
し
キ

塵
夢
匿
、
畑
人
音

の
篭
腎
化
覧
希

ヤ
鹿
芦
紺
圃
癌
」
ダ
易
惑

こ
と
、
】
入
室
紆
り
の
平

幕
盈
行
間
牽

√
卓
を
ぎ
ー
を
ぎ
妄
き
ざ
を
一
着
を
ざ
毛
一
ざ
亘
壬
ざ
亘
雪
ぎ
■
宅
ざ
ち
ぎ
を

勾
鎧
戸
種
と
比
べ
＜
宮

崎
く
〆
声
桑
準
が

轟
夏
め
J
人
重
厚
の
虎

姫
得
笹
易
力
廊
検
知
漸

層

腎

墓

翠

第

〆
℃
災
舟
て
る
、
痘
目
し

＼
好
減
の
霧
ば
匝
卓
以

上
の
夢
輝
久
か
適
孝
ゝ

【
囲
慶
磐
レ
て
い
∠
L

者
奮
え
ぎ
レ
専

⑳
単
㈲
勒
有
岡
も
の
画

家
の
馨
隼
田
豊

野
以
外
冬
山
命
け
音
名
醗

酵
卸
叔
虚
．

箪
好
潜
の
腐
軟
・

嘘
奉
塵
ハ
漁
に
繹
り
蛋

紗
フ
て
い
ま
可
賢
め

才
し
葛
農
場
正
藍
冒

珍
　
誘
ク
と
い
う
脚
に
′

ヽ
紀
㌍
二
　
つ
、
9
仁
ん
う

鍔
る
腰
だ
り
者
す
．

こ
め
月
旭
日
著

者
ダ
訝
り
ぼ
か
そ
う
環

薗
時
管
財
年
忌

亀
帯
吸
偲
レ
貨
車

膏
等
り
い
、
新
た
g
発

ち
努
ま
夢
し
い
威
す
。
萄

り
伊
羊
フ
〇
甘
い
質
す
、

◎
虜
飼
l
の
重

訂
菅
の
7
号
隼
〆
道
如

野
人
蛋
帝
。

か
l
巧
ヤ
ん
押
ン
P
、

と
も
琴
智
そ
象

象
そ
し
で
帯
地
菅

の
戸
う
オ
菱
し
く
密

卑
呑
八
の
孝
男

合
い
雷
レ
多
少
素
り
ガ
レ

ウ
「
巻
＝
皆
レ
区
。

⑳

　

全

車

宍

き

台

劣

う
留
吉
織
が
薮
の
虎
屯


